
施
工
の
ポ
イ
ン
ト

限られた敷地内での施工計画を工夫

工
　

事
　

概
　

要

シ
ン
ボ
リ

ク
な﹁
ま
ち
か
ど
﹂空
間
へ

インタビュー

八丁堀エリアの活性化に寄与するテナントオフィスビル

　設計コンセプト　地域のアイデンティティとなる外装デザイン

　
日
本
毛
織
と
住
友
商
事
が
建
設
を
進
め
て
い
た
テ
ナ
ン
ト
オ
フ

ス

ビ
ル
﹁
八
重
洲
通
フ

ル
テ
ラ
ス
﹂
が
完
成
し
た

東
京
駅
徒
歩
圏
内

の
八
重
洲
通
り
沿
い
に
立
地
し

約
１
７
８
坪
の
無
柱
執
務
空
間
を
提

供
す
る

高
い
環
境
性
能
を
備
え

ア
フ
タ

コ
ロ
ナ
の
働
き
方
に
も

対
応

地
域
に
開
か
れ
た
地
上
階
の
パ
ブ
リ

ク
空
間
が

歴
史
あ
る

街
に
に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら
す

設
計
・
施
工
は
鹿
島
が
担
当
し
た


八重洲通フィルテラス　完成
（７） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　１月３０日　（木曜日）

エントランスホール

　
本
計
画
は

東
京
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
八
重
洲

通
り
に
面
し
た
敷
地
に

一
部
曲
線
を
用
い
た

外
観
が
特
徴
の
オ
フ

ス
ビ
ル
を
建
設
す
る
工

事
で
す

建
物
は
各
階
に
約


の
ロ
ン
グ
梁

を
採
用
し
た
大
空
間
の
オ
フ

ス

屋
上
の
ワ


ク
ス
ペ

ス
テ
ラ
ス

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
は
世

界
三
大
銘
木
で
あ
る
天
然
木
の
マ
ホ
ガ
ニ

仕

上
げ
と
し
た
こ
だ
わ
り
の
空
間
を
有
し

Ｚ
Ｅ

Ｂ
　
Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
・
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
建
築
Ｓ
ラ

ン
ク
の
認
証
を
取
得
し
た
グ
レ

ド
の
高
い
オ

フ

ス
ビ
ル
の
計
画
と
な

て
い
ま
す


　
敷
地
に
余
裕
が
な
く

四
方
を
交
通
量
の
多

い
道
路
に
囲
ま
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
街
に
立
地
し
て

い
る
た
め

飛
来
・
落
下
物
な
ど
の
第
三
者
災

害
防
止
と
周
辺
道
路
の
交
通
に
影
響
を
与
え
な

い
よ
う

敷
地
内
で
地
上
躯
体
工
事
を
完
結
す

る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
ま
し
た

ま
ず
地
下
工

事
に
お
い
て
は

既
存
の
外
周
躯
体
を
解
体
せ

ず
に
一
部
補
強
し
て
山
留
め
壁
と
し
て
使
用
す

る
こ
と
に
よ
り

周
辺
道
路
・
隣
地
へ
の
影
響

を
最
小
限
に
抑
え

廃
棄
物
削
減
に
も
効
果
の

あ
る
計
画
で
工
事
を
進
め
ま
し
た


　
地
上
鉄
骨
の
建
て
方
工
事
は

将
来
的
に
公

開
空
地
と
な
る
部
分
を
鉄
骨
ヤ

ド
と
し
て
活

用
す
る
計
画
と
し
ま
し
た

ヤ

ド
の
大
き
さ

は
約


角
の
敷
地
で

最
長
と
な
る
鉄
骨
は

１
節
が


の
柱
で
す

相
番
機
と
な
る
ク
レ


ン
を
設
置
す
る
ス
ペ

ス
が
な
い
た
め

反

転
機
に
よ
り
柱
を
取
り
付
け
る
計
画
と
し

柱

を
立
て
起
こ
す
軌
跡
を
何
度
も
検
討
し

ヤ


ド
内
で
の
施
工
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た


　
約


の
ロ
ン
グ
梁
は
長
さ
の
規
制
に
よ
り

輸
送
が
で
き
な
い
た
め

９

の
長
さ
の
梁
を

各
節
の
工
区
内
で
ジ

イ
ン
ト
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た

交
通
の
妨
げ
と
な
る
道
路
上
か
ら
の

荷
取
り
を
行
う
こ
と
な
く

敷
地
内
で
の
作
業

を
完
結
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

ま
た


鉄
骨
の
建
て
方
と
並
行
し
て
工
区
ご
と
に
外
部

足
場
を
架
設
し

常
に
外
部
へ
の
養
生
が
あ
る

状
態
で
工
事
を
行
い

飛
来
・
落
下
災
害
防
止

を
図
り
ま
し
た


　
工
事
事
務
所
の
職
場
環
境
と
し
て

風
通
し

が
良
く

社
員
が
生
き
生
き
と
働
け
る
こ
と


互
い
の
顔
が
見
え
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
が
取

り
や
す
い
事
務
所
と
す
る
こ
と
を
目
指
し

所

長
を
含
め
て
席
を
固
定
し
な
い
フ
リ

ア
ド
レ

ス
を
採
用
し
ま
し
た

そ
の
結
果

社
員
間
の

意
思
疎
通
が
深
ま
り
工
事
を
円
滑
に
進
め
る
こ

と
に
繋
が
り
ま
し
た


　
こ
の
た
び
無
事
引
き
渡
し
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た

関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

本
建
物
が
末
永

く
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願

て
い
ま

す


　
鹿
島
建
設
株
式
会
社
　
東
京
建
築
支
店

　
︵
仮
称
︶
八
重
洲
通
計
画
新
築
工
事
事
務
所

所
長
　
竹
田
佳
容

■工　事　名　称／（仮称）八重洲通計画新築工事
■工　事　場　所／東京都中央区八丁堀――
■発　注　者／日本毛織株式会社、住友商事株式会社
■設計・監理／鹿島建設株式会社建築設計本部
■施　　　工／鹿島建設株式会社東京建築支店
■Ｃ　　　Ｍ／日建設計コンストラクション・マネジメント株式会社
■階　　　数／地下階地上階塔屋階
■構　　　造／Ｓ、ＣＦＴ造
■敷　地　面　積／．㎡
■延　床　面　積／，．㎡
■工　　　期／年月日～年月日

写真提供：鹿島建設株式会社

屋上テラス

（前列右から）日本毛織株式会社　人とみらい開発事業
本部不動産開発事業部不動産部不動産開発課　チーフ　
木大地氏、飯尾有莉氏、伊東ゆきの氏
（後列左から）住友商事株式会社　ビル事業ユニット事
業推進第一チーム　チーム長代理　黒谷洋文氏、主任　
下垣内一輝氏

　――事業の経緯を教えてください。
　飯尾氏　年、老朽化のため旧ニッケ東京
ビルの改修や建て替えを検討していたところ、
隣地を所有する住友商事から共同事業の提案を
受けました。オフィスビル開発の知見が豊富な
住友商事と組むことで、立地を生かしたより価
値の高い建物を建設できると考え、事業化に合
意しました。
　――建物の概要を。
　黒谷氏　この規模では珍しい広い屋上テラス
と整形に近く無柱のテナント執務スペースが特
徴です。アフターコロナの働き方を考慮し、屋
外のワーキング・リフレッシュスペースや自然
換気、エレベーターの非接触対応の設備などを
備えています。
　木氏　高級感のある吹き抜けエントランス
も印象的です。繊維業を祖業とする当社のイ
メージを、織物に見立てた木のルーバーで表現
しています。エントランスの壁面に使用してい
る石や照明にもこだわり、建物の顔にふさわし
い素晴らしい空間になりました。
　下垣内氏　環境面では、脱炭素化に寄与する
ため、ZEB Ready認証を取得しました。日本
毛織の開発物件で初めてであり、当社の中規模
オフィスビル開発でも初の取り組みで、当社の
新規開発物件においても今後はZEB Readyを
基本としていく考えです。事務所移転のプレス
リリースにあたってZEB Ready認証取得物件
であることに触れている企業も増えてきてお
り、今後ますます、ビルの環境性能はテナント
企業にとってブランディングにつながる重要な

要素となっていくでしょう。
　――建物をどのように活用していきますか。
　伊東氏　テナントを誘致するほか、旧ビルに
入居していた当社の東京支社などが引き続きこ
こで機能を展開していきます。大阪・神戸を本拠
地とする当社グループの東京での拠点となり、
出張者のワークスペースとしても活用する予定
です。地区計画に基づいて設置した１階の公共
的屋外空間は、ベンチやシンボルツリーを配置
し、誰でも利用できる憩いの場となります。目
の前にある久安橋からつながる地域の「まちか
ど」空間として、八丁堀エリア全体の活性化に
寄与できればと考えています。
　――完成を迎えた感想をお願いします。
　飯尾氏　当社として思い入れの強い土地に、
スタイリッシュで素敵なビルが完成し、大変う
れしく思います。われわれと、ＣＭの日建設計
コンストラクション・マネジメント、設計・施
工の鹿島建設が気持ちを一つにチームとして取
り組んだ成果です。
　黒谷氏　曲線のシンボリックなデザインの外
観パースを初めて見た時は、本当に実現できる
だろうかと思ったのですが、仕上がりを見て設
計・施工者の実力を感じました。提案力や段取
りの良さに大変感謝しています。
　木氏　所長を始めとする設計・施工チーム
の細やかな気配りと、われわれの要望に対する
誠意ある対応に感謝の気持ちです。生まれ変わ
ったかっこいいビルを見て、当社だけではでき
なかったと感じています。事業に携わったすべ
ての関係者に敬意を表します。

　東京駅から東へ向かう八重洲通りと首都高速都心環状線が交差する角地に建つテナントオフィス
ビルです。交差点側に公開空地を設けることで、東京駅方面からの高い視認性を確保し、また、空
地側に建物のコーナーを曲面形状で大きくせり出すことで、フロア面積の最大化とともに建物のプ
レゼンスをより強調した外装デザインを実現し、地域のアイデンティティとなるようなシンボル性
の獲得をめざしました。
　高さ７ｍのエントランスホールでは、温かみのある天然木ルーバーが織物のような陰影を生み出
しながら壁から天井へと連続し、そのやわらかな空間が来館者を優しく迎え入れます。八重洲通り
に面して開放的なオフィスフロアは、省エネを先導し健康で快適に働ける環境とし、ZEB Ready認
証・CASBEE Sランク認証を取得しました。また、屋上の入居者専用テラスは多様な利用を想定
し、リフレッシュやコミュニケーションの場としてのアメニティーの充実に加え、テーブル席には
電源を用意し眺望の開けたアウトドアオフィスとしても利用可能です。
　街角となる公開空地とエントランスピロティは一体的な広場として整備し、広場に面して店舗や
ベンチを配置し、八重洲通りの街並みへにぎわいをもたらすよう意図しました。シンボリックである
だけではなく、この広場が地域のにぎわい創出へ貢献するように活用されることを願っております。

　鹿島建設株式会社　建築設計本部　建築設計統括　業務統括　渡部茂


